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７  計画の検討経緯等  

7-1) 計画の検討経緯 

第２次旭川市みどりの基本計画は，平成２６年度・平成２７年度（２０１４・

2015年度）の２か年をかけて，旭川市緑の審議会（会長：江口尚文 旭川大学経済学

部教授 ＊平成２７年８月までは旭川市緑の基本計画検討懇談会）で検討が進められました。

また，2回の市民等意見交換会やパブリックコメントでは，市民の皆様から計画

案に対して意見をいただきました。 

 

■第２次旭川市緑の基本計画の検討経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■平成２６年度の検討経緯 

第1回懇談会（10/27） 

1 緑の基本計画について・前計画の概要・みどりの現況 
2 検討の進め方とスケジュール 

第2回懇談会（12/19） 

1 課題の整理 
2 計画策定の基本的考え方 

第3回懇談会（2/3） 

1 計画の目標と基本方針・施策の柱 
2 市民意見の聴取方法 

第4回懇談会（3/9） 

1 計画方針のとりまとめ 
2 市民等意見交換会の実施方針 

▶第1回市民等意見交換会の実施（3/25開催） 

■平成２７年度の検討経緯 

第5･6回懇談会検討（6/11･7/9） 

1 緑の基本計画（H26）の整理・H27の進め方 
2 施策・数値目標の検討 

第1･2回審議会（8/27・9/16） ※8月より懇談会は緑の審議会に移行 

1 施策別計画の審議（2回） 

第3･4回審議会（11/4・11/27） 

1 重点施策・配置方針・数値目標・推進方策の審議 
2 計画素案の審議 

第5回審議会（2/8） 

1 パブリックコメントの受け止め方の審議 
2 答申案の審議 

▶みどりの市民アンケートの実施（8/10発送） 

▶パブリックコメントの実施（12/14～1/19・37日間） 

▶第2回市民等意見交換会の実施（12/19開催） 

▶答申（2/29）・第2次緑の基本計画策定（3月） 

みどりの市民 
アンケートの 

結果報告 
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7-2) 旭川市みどりの審議会等 

① 諮問書 
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② 答申書 
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③ 旭川市みどりの審議会委員名簿 

 

 

1)期間：平成27年8月27日～平成28年3月31日 

2)委員：11名 

 会長：江口尚文，副会長：安藤秀俊 

 

 
 

 

  

（五十音順，敬称略）

安藤　秀俊 北海道教育大学旭川校　教育学部　理科教育教室　教授

安倍　あずさ 旭川市PTA連合会　副会長

石坂　辰義 旭川市市民委員会連絡協議会　会長

江口　尚文 旭川大学　経済学部　経営経済学科　教授

海老子川　雄介 （一社）旭川青年会議所　副理事長

遠藤　國雄 （一社）旭川観光コンベンション協会　専務理事

今野　義信 公募市民

齊藤　正明 NPO法人　緑の探検隊　理事長

酒井　健一 公募市民

中島　啓一 （公社）北海道宅地建物取引業協会旭川支部　副支部長

成田　一芳 旭川みどり２１の会　会長

委員名 所属等
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④ 旭川市みどりの審議会条例 
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